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苦難をのりこえ

　　　　　　さらに躍進の年に

あけましておめでとうございます。

　かえりみますと、昨年は新春早々市役所大火という大災厄

に、全く身も心も焼きちぢめられ、実はそのまま往生ともいう

べきところを、市議会の皆様をはじめ、広く市民各位の温いご

激励に新たなる感激と覚悟をもって郷土の運命を左右するとも

いうべき新産業都市指定の問題に、市議会の皆さんとともに必

然の取組みをしたのでありましたが、幸にして市民各位は申す

に及ばず、関係地域庄民の非常な熱意と、黒木知事さんを中心

として県議会、さらに全県的な運動に発展した結果は、ご承知

の通り全国13地域の中に入ることができたのであります。

　鉄興社の工場建設が1年ほど遅れることになりましたが．共

和製糖、東洋果糖両社との契約が成立して、新年早々地場産業

と結びついた甘味工場の建設が確実となり、全く死地にあって

生を得た思いであります。

　また9月末から11月はじめにかけて、40日間の長きに亘る欧

米視察の、私しの願望をもかなえていただくなど、市といたし

ましても、いわば歴史的な年であり、また私しの運命をもかけ

たと思われる、生涯を通じて忘れることのできない年でありま

した。

　さて、ここに新年を迎えるにあたり、ことしは「何を考え、

何をなすべきか」ということですが、申しあげるまでもなく、

要約いたしまして、▽新市庁舎の建設、そして新しい市行財政

の確立。▽新産業都市の正式認定を受け、さらにこれが実施態

勢に入る。▽諸工場建設の促進等、受け入れ態勢に遣憾のない

ように、そしてさらに新しい第三、第四の工場誘致に一段の意

を払う。▽地域甫町村の融和一体化にっとめる。などかと思い

ます。

　ことしもまた昨年にまさる意義深い希望の年であり、また容

易ならぬ苦心苦労の年かと思われます。あらゆることを覚悟し

て、じっくり地道にその使命に精進いたしたいと思います。

何とぞ皆様の一層のご理解と

野を切に纈靴デ新年号
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20才が市政に望むもの

緑の中の工業都市を

市内畑浦　黒木保代（公務員）

　日向市、みまわしてみても工場ら

しきものはない。広々とした田畑と

折り重なる山々だけである。しか
し、ここに煙突が立ち並び、いせい

よく煙をはきだす日もそう遠くはないだろう。貧しいわれわれ

の郷土か工業都市となることは実に喜ばしいことである。しか

し、この美しい自然かこわされてゆくことは寂しい。いま工場

を誘致しなければ、とてもこのままては、日向市は発展しない

ことはわかっているけれど、煙で青空も見えないときかくるの

てはないか、などと矛盾した考えにとらわれることもある。

　そこでわたしは、煩雑な工業都市でなく、自然の美しさかこ

わされることなく、田園風景、豊かなうるおいのある工業都市

の建設を望む。

市民の団結で
　　明るい日向市に

市内原町　永友　紀子（店員）

　時代とともに躍進を続けているわ

たしたちの郷土日向市は、ついに昨

年全国多数の候補地をしりめに、め

でたく新産都市の仮指定を受けるこ

とができました。

　市の行政、それは果してどんなことか充分わかりませんが道

路の建設、埋立と市当局でなければできない、物の建設のほか

に市民の団結、融和がいまの日向市には一番大事なことではな

いでしようか。例えば用意されたままで活用されていない原町

の遊園地、また夜になれば安心して通れない暗い道。日向市に

はほとんど街灯がありません。

　お金がないから施設ができないと放置せず、市民にうったえ

て、団結して次々に設備して行くようにしたらどうてしょう。

成人式にも苗木か贈られますが毎年その数つつでも道路に植え

ていったら・とわたしは夢をえがいているのです。

転へ　・
’鑛幟

～、

日向市建設の土台石に

市内財光寺　秋田映子（事務員）

　高校を卒業してすぐ会社に入り、

ミ働くことの楽しさミに没頭しはじ

めて2年、この2年、わたしを振り

かえってみますと、職場での一日一

日口回わ礼広く眼を国や県、いや
市政に対してさえも向けることの少なかったことを、しみしみ

と反省しております。

　さていよいよ辺0才ミになり祝福されますと、将来の期待に

胸かときめくと同時に、この新産都市の指定により限りない発

展を約束された日向市に庄む一社会人として、少しでも役立た

ねば…という責任をひしひしと感ぜずにはいられません。

　社会人の一・員として、市政へも参加できるようになったわた

しは、活気ある明かるい日向市を築く土台の一員として恥かし

くない人間として、友人に先輩に、そして読書により、こんご

さらに完成された個人への修養に心掛けたいと思います。

広報ひゆうが

新産都市づくりは
　　　若人の教育から

市内美々津　戸高郁子（無職〉

　　’．栂　　、　　　　　わたしたちは大東亜戦争末期の
　　　　’　峯　　　　最も激しい昭和18年この日本、そ

　　　　　　　　　　　してこの日向市美々津に生まれま

　　　　　　　　　　　した。
　無条件降伏と共に民主政治かだんだん育てられてり）くそのこ

ろ・わたしたちは小学校教育を受け、その後わたしたちの成長

と共に、日本の政治、経済、文化も非常な発展をし今日におよ

んでいますか、成人の仲間に入れていただくきょうこの日、社

会人として、日本人として、またはずかしくない人間になれた

ら、日向市政も自つと立派なものになると思います。

　そこで昨年市長さんか欧米先進国をご視察され、それぞれの

国のほこり、文化、教育、歴史といったものを土台にしたとこ

ろの公民館教育というか、わたしたち若い者に直接日本の美し

い文化、かくれた美点、先進国の美点を綜合してもって教育し

ていただくことを、成人式を迎えるに当り特に希望します。碧

産都市づくりも、日向市のにないてである若者の教育から出乳

しなければならないと考えるからです。
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　　　市民の教養センターとして
臨　　図書館の充実を

“

市内本町横田淑子（図書館事務〉

　母校延岡高校の図書館事務員にな
ったのは、高校卒業の昭和36年1G月

あれからもう3年間も司書の仕事を

続けている。図書館に出入りする生
徒の真剣なあけくれを目にして、いまさらなから図書館の持つ

役割の重大さを痛感させられる。それにつけても思われること

は、我か日向市に図書館のないことてある。いろいろな財政上

の理由から、己を得ない現状だろうと思うかしかし、最早万難を

排しても、その設立をはからなければならないときだと思か。

　日向市の図書館建設について、どのような準備が進められて

いるのか知らないか、一日も早くその実現を計ってもらいたい

ものだと思う。庁舎の再建がすてに始められ10月には豪華な新

庁舎が完成すると聞いている。これと共に近代的な図書館が設
立さ払市民の教黄センターとして活用される日のくるのを，C

から期待する。　　　　　　　　　　　　　　　　　，
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正直ものが
　ばかをみない市政を

市内平岩　黒木　操（農業）

　働けど働けど我か暮らし楽になら

ず、欲しいものも喜々買えないこん

にち、生活の保護を受けながら飲酒：

めいていし、白昼大道を放歌するも

の、芝居映画には毎晩列席し、或いは収入をかくし、或いは法

の裏をかいて高校進学する等、誠に人の道にはずれた行為では

ないでしょうか。個人から直接金を受けずとも、国費でも県費

でも市費でも我々の血税も含まれていることにかわりはないと
思います。一応万策つきて困ったときはおすがりしても、そのρ

時の気持を失うことなく、普通の生活水準に復したら潔く辞退

して自活すへきてす。長い間の恩典についおぼれ、情の湖もつ

い盗泉の泥沼と化し、たちあがる意欲をおこそうとせず、反対

に保護の止まるのを恐れて口実をつくる夫か県外に出稼に行き

失踪のごとくみせかけて保護を受けるなど過保護で惰民養成
とならぬよう、また正直者かばかをみない市政に一層の精進を

お願いします。
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車
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自
動
車
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と
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小

自
動
車
」
1
1
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小
型
特
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自
動

こ
れ
ま
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計
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日
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賦
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収
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例
も
一
部
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正

い
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均
等
割
額
か
ら
百
三
十
四
円
、
世
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割
額
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ら
二
百
五
十
四
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を
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▼
工
事
請
負
契
約
に
つ
い
て

　
ω
財
光
寺
小
学
校
増
築
工
事
請
負
契

約
隠
財
光
寺
小
は
現
在
一
教
室
が
不
足

し
て
い
る
ほ
か
、
来
年
度
は
さ
ら
に
児

童
の
増
加
か
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
普

通
教
室
四
教
室
を
本
年
度
に
建
築
す
る

た
め
、
工
費
六
百
三
十
万
円
で
株
式
会

社
黒
木
組
と
工
事
請
負
契
約
し
ま
し
た
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市
営
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宅
工
事
請
負
契
約
髄
市
内

平
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々
呂
毛
に
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る
市
営
住
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（
第
一
種
1
1
八
戸
、
第
二
種
目
二
十
四

戸
）
を
工
費
五
百
万
円
で
柏
田
工
務
店

と
工
事
契
約
し
ま
し
た
。
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A
暮
早
め
い
き
の
、
月
々
た

の
で
　
春
始
　
と
舎
工
1
建
彦

もまπの偲澱触轡み

、
設

り
包
ま
り
決
よ
も
頃
出
月
進
4
の
も
糖
社
果
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る
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後
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磐
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さ

夢
り
、
市
く
施

の
限
い
都
き
実

年
い
行
産
大
に

永
し
を
新
が
的

の
ば
式
、
算
格

市
こ
れ
り
書
本

向
ろ
入
あ
る
ら

日
よ
鍬
で
け
か

舎の建設も暮れの28日に鍬入れ式を行い、新春から着5　’物上持し一

書覇灘灘贔欝ρ纏起難鐘嚢彗
建設計画を進め、40年度から本格的に実施されること星雨上た回し予
になります。　　　　　　　　　　　　ぎにりか種’算
　昨年4月置地方選挙によって新議会か構成され、わ．

たしたちは市民の代表として市政に参画させていたた雲

っ意義かあるかを深く認識し、議会の立場を堅持し、

いていますの締の現時点が如伺に鰍であり、亘塑総難編豊離礁齢曾弄乱跨鹸儀

当局と不離一体で市政の進展に努め、市民各位のこ要至

望に応えて日向市大成の基盤を築き、地域の皆様の福量

利を招来し、その任務を果す覚悟であります。お互に

元旦を契機として日向人特有の柄習を打破し、将来の、

工業都市に対応する心かまえをもって将来とり残され5
ないよう一段の努力か必要と思いますのて、一層のこ…

奮起を促したいのてあります。　　　　　　　　　一

　最後に皆様の良い予てありますことをお祈りして年5
頭のあいさつといたします。　　　　　　　　　　ぎ

＝自衛官募集＝

　
い
ま
二
等
陸
、
海
、
空
の

自
衛
官
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
該
当
者
は
満
十
八
才
以

上
二
十
五
才
未
満
の
者
、
中

学
校
以
上
の
学
歴
を
有
す
る

も
の
て
、
身
体
強
健
な
も

の
、
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
受
験
ご
希
望
の
方
は
市
民

課
ま
で
お
申
し
込
み
く
た
さ

い
。

・す四費経昼餐二千費所才で金二三八三il回す入万さ千災
　。百1！済生費十八11費出す11十百百百四入と才円れ六害
　　七百費費il八百百II一。九九四二五百一’出に’百復

八
百
六
十
九
万
二
千
円
。

三
十
万
一
千
円
。
土
木
費

七
十
一
万
円
。
教
育
費
巨

万
四
千
円
。
社
会
及
び
労

千
百
九
十
八
万
八
千
円
。

－
百
六
十
六
万
五
千
円
。

1
1
三
百
八
十
一
万
六
千
円

九
十
八
万
九
千
円
。
諸
支

十
四
万
四
千
円
か
主
な
追

十
万
円
。
地
方
交
付
税
ロ

十
万
円
。
国
庫
支
出
金
ド

十
五
万
四
千
円
。
県
支
出

万
一
千
円
。
市
債
一
1
二
千

万
九
千
円
。
分
担
金
及
び

十
七
万
円
か
才
入
の
主
な

旧
費
の
増
な
ど
で
、
こ
ん

四
十
四
万
五
千
円
の
追
加

予
算
総
額
は
六
夢
五
百
九

な
り
ま
し
た
。
追
加
さ
れ

の
主
な
も
の
を
お
知
ら
せ

で政　噂す　　差　総　総　　差　才　製塩まん計　　▼十万美道唯一れ
お特な三と一円引八才千才特の引十出王入堅しとの箆鷺昭一円々事山千たな
呼集お円一般のli百出三入別黒ll二1［七llのたの才更別和万0前業会百もお
らし’の三会黒一十［1百1会字三円四円四才。汐入七会三円農簡特筆九の特
　　　　　　　　　　　　　　　　　　億。億入そ会才賢計十な業平別の十は別せのこ黒四劫字千五一三一計決百
しかの字百’決八円億十億の算五
　　　　　　　　　　四三五才。十また決九三日算駕
すち算算十別。四　　　　　　　　　　千円千入

会
計
を
合
わ
せ
ま

七
万
二
千
九
百
八

に
な
り
ま
す
。

に
つ
い
て
は
「
財

を
も
っ
て
、
別
号

O

万
二
千
五
百
十
一

百
十
二
万
五
千

才
出
決
算
は
、

二
百
九
十
六
万
八

万
四
百
六
十
五
円

七
千
八
百
十
三
万
九
千
四

会
計
で
主
な
追
加
か
な
さ

、
災
害
耕
地
復
旧
事
業
の

四
万
七
千
円
、
公
営
住
宅

九
百
六
十
九
万
円
、
上
水

会
計
の
八
百
四
十
二
万
円

水
道
特
別
会
計
の
四
百
一

共
済
特
別
会
計
の
二
百
四

ど
で
す
。

七
年
度
日
向
市
一
般
会
計

才
入
局
出
決
算
。

度
の
一
般
会
計
、
特
別
会

出
決
算
な
と
十
三
件
か
こ

に
上
程
さ
れ
、
承
認
き
れ

れ
に
よ
り
ま
す
と
、
　
一
般

才
出
決
算
は
、

八
千
百
六
十
六
万
九
千
五
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就
職
、
進
学
さ
れ
る
方
へ

　
　
戸
籍
抄
本
は
三
日
前
に

　
ご
承
知
の
よ
う
に
市
役
所
の
大
火
で

本
庁
関
係
分
（
瀬
高
、
日
知
屋
、
細
島

塩
見
、
財
光
寺
）
の
戸
籍
原
簿
を
焼
失

い
た
し
ま
し
た
。

　
市
民
課
で
は
、
い
ま
焼
失
し
た
戸
籍

の
復
元
事
務
に
努
力
し
て
い
ま
す
が
、

現
在
の
と
こ
ろ
約
五
十
五
％
が
復
元
さ

れ
た
だ
け
で
、
全
部
が
で
き
あ
が
っ
て

し
ま
う
ま
で
に
は
、
ま
だ
相
当
日
数
が

か
か
る
予
定
で
す
。
そ
こ
で
戸
籍
係
で

は
本
戸
籍
が
で
き
あ
が
る
ま
で
、
こ
れ

ξ
三
三
妻
≡
一
7
＝
三
＝
量
≡
5
一
≡
三
［
＝
≡
三
＝
一
≡
毛
≡
≡
グ
≡
・
＝
・
嘗
＝
≡
＝
ξ
≡
・
一
・
建
・
・
三
≡
ニ
一
二
三
≡
ξ
＝
≡
・
・
「
三
＝
ξ
≡
三
一
＝
。
≡
プ
・
・
賑

　　「」一市民の殿堂』　　　　　　　、
　　旨　　　　　　　．　　　　　」　　　　　　　　　　　　　　1

　　1　新市庁舎10月には完成コ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　1　　　　　　．　一28日に盛大に起工式一．

　市民の殿堂である新市庁舎の建設は、九州地方建設局にその設計を依
頼し、事務を進めていましたがこのほどその設計書もできあがり、暮れ
の28日、建設現場である元市役所跡で盛大に起工式が行なわれまじた。
　設計によりますと鉄筋4階地下1階、中央に望楼（地上30左⇔がっき
延べ面積5．280平方層、1階は市民のサービスができるように収入役室、

会計、税務、保険、市民、水道、衛生の各課のほか、福祉事務所、市民

相談室などの窓口を全部集中、市民ホールや医務室など

　二階は市政の頭脳センターとして市長室、助役室、秘書室、総務財政
の各課、企画室、参事室、図書資料室、議場、正副議長室、市議会事務

局にあて記者室など
　三階は商工水産、農林の各課と農業委員会事務局、印刷機械室、
四階は400人収容できるステージ付の大回会場と中会議室、市教育委員

会、視聴覚ライブラリー

　地下は食堂、理髪、売店、ボイラー室、電気室、倉庫で四階までエレ

ベーターを設け、全館暖房を設ける。
　別館は商工会議所、図書館、消防署を入れ、周辺を公園化して市民の

広場にする。
　なおこの新庁舎は熊谷組が1億1千8百50万円（主体工事のみ）で落
札、ことしの10月には完成する予定です【写真は新庁舎の完成予想図1
1」“穐阻田llり1田11叫帽1川lliil川11111馳1鼎lllll川川【恥Ilm副田mli“IIlli匹Iliりll11山1隠1川ロliIllli川qmm旺i卸腿1闘乱lllllllllll［川［1［川blllll川三川“1【聾“

＝
三
一
＝
三
一
三
＝
一
一
≡
三
≡
三
≡
一
一
一
一
一
＝
＝
三
一
≡
三
一
一
≡
「
一
＝
≡
一
一
三
一
三
＝
＝
一
一
一
一
一
＝
≡
一
一
＝
三
一
一
＝
一
三
≡
二
三
一
三
三
＝
「
≡
三
≡
三
一
…
三
一
印
一
三
三
三
三
血
三
一
；
細

　
に
か
わ
る
も
の
と
七
て
仮
戸
籍
を
発

　
具
し
て
い
ま
す
。
こ
の
仮
戸
籍
は
、

　
本
戸
籍
と
な
ん
ら
か
わ
る
こ
と
な
く

効
力
も
同
じ
で
す
が
、
作
成
し
て
お
渡

し
す
る
ま
で
最
低
三
日
ぐ
ら
い
は
か
か

り
ま
す
。

　
時
間
の
か
か
る
理
由
は
、
焼
失
し
た

戸
籍
の
副
本
を
法
務
局
か
ら
借
り
受
け

そ
れ
を
も
と
に
し
て
調
査
し
編
成
し
て

ゆ
く
関
係
で
す
。
　
　
　
　
　
・

　
こ
れ
か
ら
三
月
～
四
月
に
か
け
て
、

就
職
や
進
学
ど
戸
籍
謄
抄
本
を
必
要
と

さ
れ
る
方
が
多
く
な
り
ま
す
が
、
こ
う

い
つ
た
事
情
で
す
か
ら
、
戸
籍
抄
本
を

と
ら
れ
る
方
は
少
な
く
と
も
三
日
前
に

係
の
方
へ
お
申
し
で
に
な
ら
れ
る
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
苛
・

　
新
有
権
者
の

　
　
　
　
感
想
文
募
集

　
い
ま
新
有
権
者
の
感
想
文
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

▽
内
容
は
新
有
権
者
と
し
て
の
民
主
政

治
、
と
く
に
「
選
挙
に
対
す
る
自
覚
」

を
内
容
と
す
る
も
の
で
標
題
は
自
由

▽
原
稿
は
四
百
字
詰
五
枚
（
二
千
字
）

以
内
▽
応
募
資
格
は
昭
和
十
八
年
一
月
一
日

か
ら
同
十
九
年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
も
の

▽
締
切
り
は
一
月
三
十
日
ま
で

▽
送
σ
先
は
東
京
都
中
央
郵
便
局
区
内

自
治
省
選
挙
局
管
理
課
あ
て

▽
入
選
者
に
は
賞
金
と
記
念
品
。
ふ
る

　
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

、
畿

▽
モ
ヤ
シ
の
作
り
方

　
家
庭
で
大
豆
モ
ヤ
シ
を
つ
く
る
に
は

ま
ず
漬
け
物
だ
る
な
ど
を
用
意
し
て
、

そ
の
底
に
し
め
っ
た
砂
土
を
い
れ
る
。

大
豆
は
一
晩
水
に
つ
け
て
二
・
三
倍
に

ふ
く
れ
あ
が
ら
せ
た
も
の
を
、
砂
の
上

に
移
し
て
積
み
、
上
か
ら
ム
シ
ロ
を
か

ぶ
せ
て
お
く
、
た
る
は
土
蔵
や
押
し
入

れ
な
ど
の
暗
い
と
こ
ろ
に
お
き
、
二
十

度
目
ら
二
十
五
度
ぐ
ら
い
の
温
度
に
保

っ
て
や
り
、
毎
日
水
を
か
け
て
や
る
と

数
日
た
っ
て
発
芽
す
る
。

　
だ
い
た
い
一
週
間
ぐ
ら
い
で
十
五
セ

ン
チ
に
な
る
が
、
こ
の
へ
ん
が
食
べ
ご

ろ
で
あ
る
。
あ
ま
り
長
く
お
く
と
根
が

は
え
る
し
、
光
を
い
れ
る
と
茎
が
青
く

な
っ
て
葉
が
で
る
か
ら
注
意
す
る
。

▽
赤
ち
ゃ
ん
の
鼻
づ
ま
り

　
乳
幼
児
は
口
で
呼
吸
す
る
こ
と
が
上

手
で
な
い
か
ら
、
カ
ゼ
に
か
か
る
と
、

す
ぐ
鼻
づ
ま
り
に
な
っ
て
乳
の
の
み
方

も
悪
く
な
っ
て
し
ま
う
。
こ
の
よ
う
な

と
き
に
は
、
オ
リ
ー
ブ
油
を
綿
棒
に
つ

け
て
静
か
に
さ
し
こ
ん
で
や
る
か
、
鼻

口
に
温
湿
布
を
し
て
や
る
と
、
呼
吸
が

楽
に
な
っ
て
く
る
。

　
鼻
づ
ま
り
の
ひ
ど
い
と
き
は
、
母
親

．
が
口
で
吸
い
と
っ
て
や
る
の
が
危
険
が

と
も
な
わ
ず
一
番
効
果
的
で
あ
る
。

　
ま
た
胃
腸
を
悪
く
し
た
り
、
カ
ゼ
を

ひ
い
た
り
し
て
、
く
ち
び
る
が
荒
れ
て

い
る
と
き
は
、
オ
リ
ー
ブ
油
、
ハ
チ
ミ

ツ
・
コ
ー
ル
ド
ク
リ
ー
ム
な
ど
刺
激
の

少
な
い
も
の
を
指
先
に
つ
け
て
、
ま
わ

す
よ
う
に
マ
ッ
サ
ー
ジ
し
て
や
る
と
よ

い
。
　
だ

式
ふ
だ
ん
着
で

嵐
み
ん
な
参
加
・
考

　
成
人
に
達
せ
ら
れ
た
み
な
さ
ん
、
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は

成
人
と
し
て
第
二
の
人
生
に
一
歩
ふ
み

だ
さ
れ
た
わ
け
で
す
が
、
希
望
に
み
ち

あ
ふ
れ
て
い
ら
れ
る
こ
と
と
思
い
ま
す

　
心
か
ら
祝
福
申
し
あ
げ
る
と
と
も
に

幸
多
か
ら
ん
こ
と
を
お
祈
り
い
た
し
ま

す
。　
さ
て
、
当
市
で
も
皆
さ
ん
の
ご
成
人

を
祝
福
す
る
意
味
で
次
の
と
お
り
成
人

式
な
ら
び
に
記
念
行
事
を
行
う
こ
と
に

し
ま
し
た
。
成
人
者
み
な
さ
ん
の
全
員

の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
期
日
1
1
昭
和
3
9
年
1
月
1
5
日

▽
時
間
1
1
受
付
H
午
前
8
時
半

　
　
　
　
式
典
日
午
前
9
時
半

▽
場
所
1
1
富
島
中
学
校
体
育
館

▽
行
事
1
1
式
典
を
午
前
9
時
半
か
ら
1
1

　
時
ま
で
　
1
1
時
か
ら
楽
団
演
奏
お
よ

　
び
バ
レ
ー
公
演
、
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
等

▽
其
の
他
1
1
参
加
者
全
員
に
記
念
品
を

　
お
渡
し
い
た
し
ま
す
。

▽
該
当
者
1
1
こ
と
し
の
成
人
式
に
参
加

　
で
き
る
人
は
、
昭
和
1
8
年
1
月
1
6
日

　
か
ら
昭
和
1
9
年
1
月
1
5
日
ま
で
に
生

　
ま
れ
た
方
。
な
お
該
当
者
の
方
で
調

　
査
も
れ
の
た
め
、
通
知
を
受
け
な
か

　
つ
た
方
も
式
典
に
参
加
で
き
ま
す
の

　
で
是
非
ご
出
席
く
だ
さ
い
。

　
▼
推
せ
ん
映
画
▲

　
県
児
童
福
祉
審
議
会
で
は
、
小
中
学

生
向
け
推
せ
ん
映
画
を
次
の
通
り
決
定

し
ま
し
た
。

▽
色
彩
長
編
漫
画
映
画
腿
わ
ん
わ
ん
忠

臣
蔵
　
▽
総
天
然
色
H
海
底
軍
艦
　
▽

色
彩
長
編
漫
画
映
画
U
ピ
ー
タ
ー
パ
ン

▽
総
天
然
色
音
楽
映
画
ほ
青
き
ド
ナ
ウ

▽
天
然
色
1
ー
タ
ー
ザ
ン
三
つ
の
排
戦

▽
天
然
色
田
キ
ャ
ブ
テ
ン
シ
ン
ド
バ
ッ

ド

（
．
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